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研究成果の概要（和文）：本研究では、砂浜域の生物生産が、隣接海域や陸域から流入する漂着物に依存するか
否かを明かにし、そうした漂着物の機能を餌資源および空間資源の観点から検証した。砂浜域の漂着物は、大部
分が海藻類で占められていた。漂着海藻の存在する地点と存在しない地点の底生動物群集を比較したところ、海
藻が存在する地点では種数・個体数が多く、生産力が高まることが推察された。それら動物が海藻類をどのよう
に利用するかを炭素・窒素安定同位体分析および野外操作実験で調査したところ、海藻類は主に餌資源として利
用されることが判明し、従って、砂浜域の生物生産の維持には、漂着海藻が需要な役割を果たすことが推察され
た。

研究成果の概要（英文）：I have investigated the effects of drift resources (algae, terrestrial 
plants, and artificial materials) on benthic faunal community structures of sandy beaches on the Izu
 Peninsula in Japan. I have compared the faunal species richness, abundance, and species composition
 between drift materials’ and bare habitats. The results have indicated that drift algal habitat 
significantly enhanced the faunal abundance and diversity. Furthermore, carbon and nitrogen stable 
isotope analyses have revealed that sandy beach fauna utilized drift algae as a food resource. 
However, field manipulated experiment has not shown any importance of drift algae as a spatial 
resource for benthic faunal communities. Overall, drift algae can function as a food resource for 
sandy beach communities and support the faunal abundance and diversity.

研究分野：海洋生態学
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１．研究開始当初の背景 
砂浜域は、地球上の氷結しない海岸線の約

70％を占める重要な海域であり、食糧供給や
水質浄化作用、レクリエーションなどの高い
生態系サービスを有する。しかし、そうした
機能の拠所となる生物生産機構については
踏み込んだ議論がなされておらず、その理解
は大きく立ち遅れている。本研究では、既往
の知見に基づき、砂浜域の生物生産が、隣接
海域や陸域から流入する漂着物に依存する
と考える。そして、そのような漂着物が、餌
資源としてだけではなく、生物に隠れ家や巣
穴の材料を提供することで空間資源として
機能すると仮定し、その役割を検証する。こ
れによって、砂浜域の生物生産に対する漂着
物の本来の機能を明らかにする。 
 
２．研究の目的 
静岡県下田市近傍の 4つの砂浜域において、
漂着物の種類を類型化し、それぞれの漂着物
の流入量を季節ごとに定量する。各漂着物の
流入量に対応した底生動物分布を調査する
ことで、どの漂着物をどのような種が利用す
るのか、利用実態を把握する。 
次いで、漂着物の種類を人為的に操作し、
餌資源としての機能と、空間資源としての機
能を区別した野外実験区を設け、それに伴っ
て変化する生物群集の増減過程を追跡する。
これに底生動物の胃内容物解析と安定同位
体分析を加えることで、漂着物が餌資源とし
て機能しているのか、空間資源として機能し
ているのかを、直接提示する。 
以上の結果をとりまとめ、砂浜域の生物生
産に対する漂着物の機能を、餌資源と空間資
源の双方から総合的に明らかにする。 
 
３．研究の方法 
静岡県下田市近傍の鍋田、外浦、田牛およ
び白浜の 4つの砂浜域にて、海藻類の漂着が
多い 5月および 9－10 月に行った。なお、鍋
田および外浦は波当たりが弱い遮蔽的海岸
であるのに対し、田牛と白浜は浪当たりの強
い開放的海岸である。 
まず、各砂浜域の物理環境要因の把握のた
め、水温、塩分、海藻被度、底質の含水率、
底質の粒径、底質の強熱減量を測定した。次
いで、漂着物の有無に対応した底生動物の分
布状況を把握するため、漂着物がある地点
（海藻区）とそれがない地点（裸地区）で底
生動物を定量採集した。採集には直径 10cm、
長さ 30cm のコアサンプラーを用いて、底砂
ごと採集し、それを目合い 1mm メッシュでふ
るい、メッシュ上に残った底生動物を採集し
た。これを 10%中性ホルマリンで固定し、種
同定、計数及び評量した。 
さらに、野外実験にて漂着物の空間資源と
しての機能を検討した。鍋田浜において、漂
着物の種類を操作した 4 つの実験区（30×
30cm）をそれぞれ 20 区画ずつ設けた。各実
験区の内訳は、優占漂着物である褐藻類のカ

ジメを設置し、餌資源と空間資源の双方の機
能を持たせた「天然海藻区」、カジメの形状
を模倣した褐色ビニールを設置し、空間資源
としての機能のみを持たせた「人工海藻区」、
人工漂着物として優占するペットボトルを
設置した「人工漂着物区」、そして、漂着物
を設置しない「裸地区」である。各実験区か
ら、5区画ずつ3日おきに底生動物を採集し、
設置前と合わせて計 5 回のデータをとった
（設置前、3日後、6日後、9日後、12 日後）。
また、それら底生動物を炭素・窒素安定同位
体分析に供し、食物源を求めた。 
 
４．研究成果 
各砂浜域の物理環境要因は、季節変動が大
きいものの、砂浜域間での明瞭な相違は認め
られなかった。また、漂着物はほぼ海域から
流入する海藻であることが判明した。底生動
物に関しては、種数、個体数および生物量は
いずれの砂浜域でも海藻区で有意に大きく、
漂着海藻の重要性が示唆された。また、それ
らの傾向は波当たりの強さに関わらず、全て
の砂浜域で同様に認められたことから、漂着
海藻の機能は一般性の高いものであること
が推察された。 
野外操作実験の結果、天然海藻区の種数・
個体数が最も大きく、その違いは 3日後に既
に認められた。一方で、人工海藻区での種
数・個体数の増加は僅かであり、漂着海藻の
物理的構造の有効性は低いものと考えられ
た。また、炭素・窒素安定同位体分析を行っ
たところ、底生動物は海藻を餌資源として利
用していることが推察された。これらのこと
から、漂着海藻は隠れ家や巣穴の材料といっ
た空間資源としての機能は低く、餌資源とし
ての有用性が高いことが判明した。 
以上の結果より、砂浜域の漂着物は、波当
たりに関わらず海藻類が優占し、それらは主
に餌資源として機能することで、底生動物群
集を維持するものと示唆された。 
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